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3T3-Ll脂肪細胞におけるパロアッスルのアディポカイン分泌調節作用
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【目的】パラグアイ共和国チャコ地方に自生 しているキク科の多年生植物

CyclolepisgenistoidesDon(一般名パロアッスル)は､これまでにその抽出物をサプリ
メントとして摂取することにより､抗肥満作用 ･抗動脈硬化作用 ･血糖降下作用 ･

αグルコシダーゼ阻害作用を示す傾向が認められたという報告があり､パロアッス

ルはメタポリックシンドローム(MS)の予防に効果を示すことが期待されている｡

そこで本研究では､パロアッスルの脂質 ･糖代謝に対する作用を明らかにするた

め､多彩なアディポカインを産生しインスリン抵抗性を介したMSの病態形成に深

く関与する脂肪細胞を用い､前駆脂肪細胞に対する分化誘導能およびアディポカ

イン発現-の影響について検討した｡

【方法】マウス3T3-Ll前駆脂肪細胞にパロアッスルの含水アルコール抽出エキス

莱 (パロティエラ;Palo)を添加し､インスリン抵抗性に関与するレプチン及びレジ
スチン量をELISAにて検討した｡また､成熟脂肪細胞-の分化誘導能をoilRedO

染色にて､脂肪細胞分化のマスターレギュレーターである PPARYの発現を

Real-timePCR､転写活性をLuciferaseassayにて､PPAR†の下流のインスリン抵抗
性改善因子であるアディポネクチンの発現をRea1-timePCRとELISAにて検討した｡

【結果･考察】paloはレプチン並びにレジスチンの発現を濃度依存的に抑制した｡

また､paloは前駆脂肪細胞から成熟脂肪細胞-の分化誘導を促進し､PPARγの
mRNA 発現増加と転写活性を促進し､さらにアディポネクチンの発現を増加させ

ることが確認された｡今回の結果から､paloは前駆脂肪細胞の分化を促進し､PPAR†
の転写活性を調節することにより､成熟脂肪細胞特有の機能因子であるアディポ

カインの発現を調節して､インスリン抵抗性を改善する可能性が示唆された｡


